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１， はじめに 

 2018 年 9 月 6 日午前 3 時 7 分に北海道胆振地方中

東部の深さ約 37km で、マグニチュード 6.7 の地震が

発生し、厚真町で震度 7 を観測した。この地震の人的

被害は、災害関連死を含めた死者 42 名 1)のうち 36 名

は土砂災害による。本稿では、平成 30 年北海道胆振

東部地震（以下、「胆振東部地震」という。）による斜

面崩壊、崩壊土砂の流下および堆積（以下斜面崩壊と

いう。）並びに厚真川本川の河道閉塞の概要を示すと

ともに、その現状と課題について報告する。 
 
２， 胆振東部地震の斜面崩壊 

2.1, 斜面崩壊箇所の概要 
胆振東部地震の斜面崩壊は、広範囲に分布し箇所数

が多く発生密度が高いことが特徴である 2)。地震動に

よって斜面の広い範囲の地盤を不安定化するには、降

下火砕堆積物やカルデラ湖底の湖成層の分布域等、弱

層となる同様な性質を持った地層あるいは土層が広

く分布していることが必要である 3)。また、胆振東部

地震の斜面崩壊範囲は、恵庭火山および樽前火山の降

下火砕堆積物の堆積範囲と重複している 4)。しかし、

必ずしもこれらの堆積範囲すべてで斜面崩壊が起き

たわけではない。 
なお、1976 年統計開始の気象庁厚真観測所の最大

日降水量は 2001 年 9 月 11 日の 187 mm で、その降

雨による林業被害 16 箇所、約 85 百万円の被害総額

であった 5)。このように胆振東部地震の被害規模と比

べると降雨被害は著しく小さい。 
2.2, 土層すべり (Earth Slide) 

胆振東部地震では、約 20km 四方の広い範囲に約

6,000 箇所の斜面崩壊が発生した。斜面崩壊の多くは、

約 9,000 年前の樽前 d（Ta-d）降下火砕堆積物の底部

あるいは層内ですべっており、堆積箇所では層構造を

保っている。このため、層構造を有する斜面崩壊を、

本稿では以降「土層すべり」と呼ぶ 2)。 
2.3, 土層すべりの分布 

土層すべりの分布域は、震央の北側に集中しており、

北北西－南南東の方向性が見られる。これは、褶曲軸

（向斜軸および背斜軸等）の方向性と調和している。

しかし、胆振東部地震の震源深さが約 37km と深く、

土層すべりは岩盤ではなくその上位に分布するテフ

ラや土壌で発生したことから、褶曲軸との直接的な関

係は今後検討が必要である。 
2.4, 地震動の加速度 

防災科学技術研究所、気象庁および地方公共団体が

設置した地震観測所（図-1）から、土層すべり分布範

囲の多くで最大加速度は 3 成分合成で概ね 400～800 
gal と推察される。 

 

 
図-1 最大加速度（3成分合成）と土層すべり分布      

（国土地理院作成の斜面崩壊・堆積分布図に防災科学 

技術研究所および気象庁等の観測点計測値を加筆） 

 
2.5, 緩斜面での土層すべり 

村上らは厚真川支流の東和川の斜面崩壊箇所の勾

配頻度を求めたところ、最頻値が 30 度でありそれよ

り緩い 25 度や 20 度の斜面でも土層すべりの発生を

確認している 2),6)。多孔質の降下火砕堆積物は一般的

に保水性が高く、Ta-d の含水比は 100％～159％であ

る 7),8)。含水比の高い層は間隙水圧の増加にともない

有効応力が減少し、他の層と比較して弱層となる。し

たがって、地震動の作用とともに Ta-d 層がせん断さ

れ緩斜面でも土層すべりが発生したと考えられる。 
同様の事例は 2016 年熊本地震において高野台地区

でも発生した。すべり面傾斜約 12 度で、すべり面に

は白色化した草千里ヶ浜軽石層(Kpfa)が確認された。

Kpfa は手で容易に泥濘化し、自然含水比は約 93％で

あった 9)。これらのように胆振東部地震においても熊

本地震においても、土層すべりの発生に鍵となる降下

火砕堆積層の存在が共通する。 
 

３, 厚真川本川の河道閉塞の特徴 

胆振東部地震では、厚真川支流日高幌内川の岩盤す

べりによる大規模な河道閉塞が着目されている。一方、

厚幌ダム下流の厚真川本川では土層すべりを起因と

する 3 箇所の河道閉塞が確認された 2)。ここでは厚真
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川本川の幌内橋上流の河道閉塞について述べる。 

幌内橋上流の河道閉塞（図-2）は、尾根直下の標高

約 185 mの斜面崩壊箇所から河道の標高約 40 mまで、

水平距離約 1.3 km という長距離の谷地形を崩壊土砂

が流下し河道を閉塞した。斜面崩壊箇所の一部は地す

べり地形が確認されている 10)（図中の楕円部）。地震

前の渓床縦断図を図-2 の左下に示す。図-2 に見られ

るように、土層すべりの滑落崖は稜線近くであること

が多い。また、約 4 度の緩斜面を流下しており、移動

土砂の流動性は高い。 

図-2  厚真川幌内橋上流の河道閉塞状況 

撮影 (株)アジア航測・朝日航洋(株) 
 

一方、厚真川本川を河道閉塞させた流動性の高い閉

塞土砂は軟弱なため、復旧工事において土砂運搬車が

使用できず、複数台のバックホウによるリレー方式で

河道外へ土砂を運搬した（図-3）11)。幌内橋地区の河

道閉塞土砂の掘削期間は、地震当日の 9 月 6 日から 15
日までであった。上流の厚幌ダムは、河道閉塞した土

砂掘削作業の支援のため、9 月 6 日～9 月 19 日までの

期間、放流を全量停止した。幌内橋地区の移動土砂量

は流木を含み約 7.0 万 m3、そのうち約 5.0 万 m3 の閉

塞土砂および流木を撤去した。土砂掘削範囲は、被災

前断面の確保である（室蘭建設管理部調べ、概算値）。 

図-3 幌内橋周辺の河道閉塞土砂の除去状況 

（北海道開発局 hp 平成 30 年北海道胆振東部地震に係

る復旧・復興等の状況から引用） 

 
４．まとめと今後の課題 

 胆振東部地震の地震動によって緩斜面において

も土層すべりが広域で発生した。その素因として

約 9,000 年前の樽前 d（Ta-d）降下火砕堆積物は

含水比が高く、斜面傾斜に沿って分布していたこ

とが推定される。 
 厚幌ダム下流の厚真川では、土層すべりを起因と

する 3 地区の河道閉塞が発生した。そのうち、幌

内地区の土砂は流下距離が長く流動性が高い。そ

のため、軟弱な河道閉塞土砂上に、クローラ式土

砂運搬車が入れず、多数のバックホウによるリレ

ー方式で閉塞土砂を撤去した。 
 今後の地震動による災害の軽減には、弱層となり

やすい降下火砕堆積物の分布把握が重要である。 
 降下火砕堆積物の分布や地震動の大きさが同様

と考えられていても、土層すべりが発生していな

い区域があり、その理由の解明が重要である。 
 軟弱な河道閉塞土砂の撤去には、より効率的で安

全な除去方法の開発が重要である。 
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